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こ
の
法
律
に
よ
り
瀬
戸
内
海
の
汚

染
、
例
え
ば
過
剰
な
栄
養
塩
類
（
窒

素
や
リ
ン
）
に
よ
る
赤
潮
被
害
が
劇

的
に
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
近
年
、

半
世
紀
に
渡
り
、
そ
の
法
律
を
厳
格

に
守
り
、
下
水
処
理
場
な
ど
で
処
理

水
質
を
キ
レ
イ
に
し
過
ぎ
た
為
に
、

逆
に
大
き
な
環
境
問
題
が
起
こ
っ
て

き
た
。

　

そ
れ
は
、
窒
素
や
リ
ン
を
大
幅
に

除
去
し
た
為
に
、
海
洋
生
物
の
生
育

に
必
要
な
栄
養
塩
類
が
不
足
し
、
魚

の
エ
サ
と
な
る
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
や
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
さ
ら

に
藻
場
な
ど
が
激
減
、
そ
の
結
果
、

魚
種
や
漁
獲
高
の
減
少
だ
け
で
は
な

　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
年
）、
瀬
戸
内
海
の
水
質
汚
染
に
対
処
す
る
た
め
に
「
瀬
戸
内
海

環
境
保
全
特
別
措
置
法
」（
以
後
、
瀬
戸
内
海
法
と
記
す
）
が
施
行
さ
れ
た
。
法
律
制
定
の
背
景

は
、
戦
後
の
急
激
な
人
口
増
加
と
工
業
・
産
業
の
発
展
に
よ
り
生
じ
た
未
処
理
の
汚
水
が
、
分
水

嶺
内
の
多
く
の
河
川
を
通
じ
、
瀬
戸
内
海
に
流
れ
込
み
、
い
わ
ば
最
終
沈
殿
池
・
汚
水
溜
め
と
し

て
瀬
戸
内
海
が
汚
染
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
制
定
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
法
は
、
赤
潮
や
海
水
の
貧
溶
存

酸
素
状
態
に
よ
る
汚
染
地
区
の
急
拡
大
を
防
止
す
る
目
的
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
下
水
処
理
場
や

民
間
企
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
工
場
排
水
の
水
質
な
ど
を
厳
し
く
規
制
す
る
海
洋
汚
染
防
止
策
が
整

え
ら
れ
た
。
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ま
た
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
含
む
漂
流
ご
み
等
の
問
題
は
、
海
洋
環
境
に
悪
影
響
を
与

え
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
改
正
は
「
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
増
強
お
よ
び
水
産
資

源
の
持
続
的
な
利
用
の
確
保
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
）
主
な
改
正
内
容

　

瀬
戸
内
海
の
生
物
多
様
性
の
増
強
・
保
全
や
水
産
資
源
の
増
殖
な
ど
、
持
続
可
能
な
利
用
の
確

保
を
図
り
、
地
域
の
水
産
資
源
を
活
用
し
た
「
里
海
づ
く
り
」
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
具
体
的

に
は
次
の
施
策
を
行
う
。

㈠　

栄
養
塩
類
の
管
理
制
度
の
創
設

　

関
係
す
る
府
県
知
事
は
、
特
定
の
海
域
へ
の
栄
養
塩
類
の
供
給
を
、
水
質
環
境
基
準
の
範
囲

内
に
お
い
て
策
定
で
き
る
。
具
体
策
と
し
て
水
質
の
目
標
値
、
栄
養
塩
類
供
給
の
実
施
方
法
、

水
質
の
測
定
の
方
法
等
を
策
定
す
る
こ
と
。
ま
た
栄
養
塩
類
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

定
期
的
に
調
査
・
評
価
し
、
随
時
計
画
を
見
直
す
、
こ
と
な
ど
で
瀬
戸
内
海
・
周
辺
環
境
の
保

全
と
調
和
を
図
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
海
洋
生
物
の
多
様
性
を
増
加
さ
せ
、
そ
の
恩
恵
と
し
て
将
来
に
わ
た

く
、
養
殖
の
ア
サ
リ
や
カ
キ
の
生
育
不
足
、
海
苔
の
色
落
ち
な
ど
の
被
害
が
頻
発
す
る
事
態
に
突

入
し
て
い
る
。
真
面
目
な
日
本
人
、
海
を
キ
レ
イ
に
し
過
ぎ
て
、
魚
が
い
な
く
な
っ
た
。
ま
さ
に

“
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
”
で
、“
水
清
け
れ
ば
魚
棲
ま
ず
”
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
国
・
環
境
省
は
瀬
戸
内
海
法
を
一
部
改
正
し
「
瀬
戸
内
沿
岸
の
府
県
知
事
が
排
水
基

準
を
緩
和
し
て
独
自
に
水
質
を
管
理
」
で
き
る
よ
う
に
、
今
国
会
に
改
正
案
を
上
程
し
六
月
三
日

の
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
。

一
．
瀬
戸
内
海
法
の
一
部
改
正
案
（
概
要
）

一
）
改
正
の
背
景

　

瀬
戸
内
海
の
水
質
は
、
一
部
の
海
域
を
除
き
全
体
と
し
て
一
定
程
度
改
善
さ
れ
た
。
他
方
、
気

候
変
動
に
よ
る
水
温
の
上
昇
な
ど
の
環
境
変
化
と
相
ま
っ
て
、
一
部
の
水
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
で
削
減
さ
れ
て
き
た
窒
素
や
燐
（
リ
ン
）
と
い
っ
た
栄
養
塩
類
不
足
に
よ
る
藻
の
減
少

に
よ
る
魚
介
類
の
減
少
、
さ
ら
に
海
苔
の
色
落
ち
や
、
都
市
開
発
等
に
よ
る
藻
場
や
干
潟
面
積
の

減
少
等
が
課
題
で
あ
り
、
近
い
将
来
、
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
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る
多
様
な
水
産
資
源
の
確
保
に
貢
献
す

る
こ
と
。

　
㈡　

自
然
海
浜
保
全
地
区
の
拡
充

　

浜
辺
の
保
全
地
区
の
指
定
拡
充
、
再

生
さ
れ
た
藻
場
な
ど
の
保
全
活
動
の
促

進
、
創
出
さ
れ
た
藻
場
は
温
室
効
果
ガ

ス
の
吸
収
源
と
し
て
の
役
割
に
期
待
す

る
（
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
）

　
㈢　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
含

む
漂
流
ご
み
の
発
生
抑
制
、
除
去

の
対
策
を
と
る
こ
と

　

な
ど
で
あ
る
。

　

さ
い
ご
に

　

こ
の
法
律
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
三
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
、
今
後
一
年
以
内

に
施
行
さ
れ
る
。
こ
の
法
改
正
は
罰
則
規
定
の
無
い
、
い
わ
ゆ
る
努
力
義
務
規
定
で
、
そ
の
実
施

者
は
国
や
瀬
戸
内
海
に
接
す
る
地
方
自
治
体
で
あ
る
。
今
回
の
法
改
正
は
海
洋
環
境
の
変
化
を
捉

え
、
海
洋
生
物
の
多
様
性
を
増
殖
す
る
「
豊
か
な
海
の
創
造
」
で
あ
り
、
国
連
が
提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
発
展
）
の
項
目
14
・「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」、「
海
の
資
源
を
守
り
、
大

切
に
使
お
う
」
さ
ら
に
項
目
６
「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」
や
項
目
11
「
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
さ
ら
に
項
目
13
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」、
項
目
17
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
と
い
う
多
く
の
項
目
を
同
時
に
実
践
す
る
、 

日
本
の
大
き

な
歩
み
の
一
歩
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
で
の
海
洋
環
境
改
善
の
実
証
試
験
は
、
現
在
海
洋
汚
染
対
策
に
苦
労
し
て
い

る
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
り
大
き
な
教
科
書
と
な
り
、
日
本
の
環
境
技
術
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
高
揚
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。
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